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◎ 何がおかしい　　　　 佐藤 愛子 ◎ 国道食堂 2nd season　小路 幸也

◎ ルポ不機嫌な老人たち　林 美保子 ◎ 白鳥とコウモリ　　　 東野 圭吾

◎ 北海道建築物大図鑑　本久 公洋 ◎ 半逆光　　　　　　　 谷村 志穂

◎ その扉をたたく音　　瀬尾まいこ ◎ ドキュメント　　　　  湊 かなえ

◎ いわいごと　　　　　 畠中　 恵 ◎ なごり雪　　　　　　　新堂 冬樹

◎ ハルカと月の王子さま　鈴木おさむ

◎ 灰の劇場　　　　　　 恩田 　陸

◎ ばあさんは15歳　　 阿川佐和子

◎ 傷痕のメッセージ　  知念実希人

◎ 小さな神たちの祭り　 内館 牧子

　「こどもの読書週間」は1959年（昭和34年）から始まりました。

　また、2001年12月に公布・施行の「子ども読書活動推進法」により、

初日の4月23日は「子ども読書の日」と定められています。

　幼少期から本にふれあい、物事を正しく判断する力を身に付けておくことは、子どもが大きくなる上でと

ても大切なことです。中央公民館図書室では、期間中、大人を含めた利用者全員の貸出冊数をいつもの倍の

10冊に増やすキャンペーンを行います。読み聞かせにおすすめの絵本も取り揃えています。ぜひご利用く

ださい！

　常設展をリニューアルしました。ご利用をお待ちしています。

　○「令和2年度貸出図書人気ベスト10展」
　○「2021年本屋大賞ノミネート作品展」

◎ 赤い砂　　　　　　　 伊岡　 瞬


